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昭和51年
平成13年
学会等における活動(役職等)
1.士木学会
技術功労賞選考委員会委員(平成6年~平成9年)
論文賞選考委員会委員(平成6年~平成9年)
阪神淡路大震災報告編集委員会委員(平成7年~平成9年)
論文集第4部門編集小委員会委員長(平成8年~平成10年)
理亊(平成9年~平成Ⅱ年)
学術交流基金管理委員会委員長(平成9年~平成Ⅱ年)
国際委員会委員(平成9年~平成11年)
土木計画学研究編集小委員会委員長(平成10年~平成12年)
評議員(平成12年~平成14年)
士木計画学研究委員会委員長(平成12年~平成14年)
特別上級技術者資格小委員会委員長(平成13年~平成20年)
特別士.級技術者資格小委員会 2005年度審査会審査員(平成17年~平成18年)
技術者資格委員会特別上級技術者資格・上級技術者資格小委員会委員(平成18年~平成20年)
副会長(平成19年~平成21年)
2.士木学会東北支部
幹亊(平成2年~平成6年)
幹事長(平成6年~平成7年)
評議員(平成7年~平成9年)
商議員く平成7年~平成9年,平成20年~平成22年)
3.アジア交通学会EASTS
国際学術委員長(平成5年~平成10年)
理事(平成10年~)
4.アジア交通学会 EASTS,Japan
理事(平成5年~)
会長(平成19年~)
5 環太平i羊産業連関分析学会 PAPNOS
運営委員(平成12年~平成20年)
6 応用地域学会ARSC
運営委貝(平成5年~平成9年)
7 国際産業連関分析学会ⅡOA
8 計画行政学会
9.世界航空学会 ATRS
10.世界交通学会 WCTRS
Ⅱ.日本経済学会
12. U本行動計鳧学会
13. H本都市計画学会
14.廃棄物学会
士木学会論文奨励賞
地域住民の反応と路線選定'γ士木学会論文集, NO.239,PP.93.106,1979.6
日本港湾協会企画賞著誓ジ'みなとの役割と社会経済評価"
く社)日本港湾協会港湾投資評価研究会として受質
社会における活動
仙台市入札制度審議会 委員(平成7年~平成8年,平成9年~平成13年)
?
仙 台 市 総 合 計 画 審 議 会 委 員 ( 平 成 8 年 ~ 平 成 Ⅱ 年 )
運 輸 政 策 審 議 会 委 員 ( 平 成 8 年 ~ 平 成 1 3 年 )
国 士 審 議 会 計 画 部 会 専 門 委 員 会 委 貝 ( 平 成 8 年 ~ 平 成 1 3 年 )
国 土 審 議 会 計 画 部 会 専 門 委 員 会 基 盤 づ く り 小 委 貝 会 委 貝 ( 平 成 8 年 ~ 平 成 1 3 年 )
国 土 審 議 会 計 画 部 会 専 門 委 員 会 地 城 経 済 小 委 貝 会 委 員 ( 平 成 8 年 ~ 平 成 1 3 年 )
運 輸 技 術 審 議 会 特 別 委 貝 ( 平 成 9 年 ~ 平 成 1 0 年 )
運 輸 関 係 公 共 亊 業 の 総 合 的 ・ 体 系 的 評 価 に 関 す る 委 貝 会 委 員 ( 平 成 9 年 ~ 平 成 1 2 年 )
仙 台 倒 際 貿 易 港 整 備 利 用 促 進 恊 議 会 ( 平 成 1 0 年 ~ 平 成 2 1 年 )
学 術 密 議 会 専 門 委 貝 会 委 員 ( 平 成 1 1 年 ~ 平 成 1 2 年 )
遜 輸 政 策 審 議 会 総 合 部 会 物 流 小 委 員 会 委 員 長 ( 平 成 Ⅱ 年 ~ 平 成 1 3 年 )
運 輸 政 策 審 議 会 絵 合 部 会 物 流 小 委 員 会 委 員 ( 平 成 Ⅱ 年 ~ 平 成 1 3 年 )
運 輸 政 策 研 究 編 染 委 員 会 委 員 ( 平 成 Ⅱ 年 ~ 平 成 1 5 年 )
次 世 代 ・ 自 列 " 巨 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル 検 討 委 貝 会 委 員 長 ( 平 成 1 1 年 ~ 平 成 1 5 年 )
ア ジ ア 超 高 速 海 上 輸 送 プ ロ ジ ェ ク ト 1 鰯 生 協 議 会 会 長 ( 平 成 1 2 年 ~ 平 成 1 6 郁 )
国 士 庁 交 通 水 凖 評 価 研 究 会 委 員 ( 平 成 1 2 年 ~ 平 成 1 6 年 )
金 国 貨 地 絲 屯 流 動 調 査 委 員 会 委 員 長 印 召 和 5 5 年 ~ 平 成 1 9 年 )
東 北 の 地 披 と 社 会 資 本 を ぢ え る 懇 談 会 委 員 ( 平 成 1 2 年 ~ 平 成 2 1 卸 )
宮 城 県 地 方 港 湾 審 議 会 委 員 ( 平 成 1 2 年 ~ )
山 形 県 地 方 港 湾 審 議 会 会 長 ( 平 成 1 2 年 ~ )
宮 城 県 行 政 評 価 委 員 会 部 会 委 員 ( 平 成 1 3 年 ~ 平 成 1 5 イ 杓
海 上 ハ イ ゥ エ イ ネ ッ ト ワ ー ク 推 進 委 員 会 委 員 ( 平 成 1 3 年 ~ 平 成 1 6 年 )
国 際 海 上 コ ン テ ナ 物 流 長 娚 予 測 研 究 会 委 員 長 ( 平 成 1 3 年 ~ 平 成 1 8 年 )
東 北 地 方 整 備 局 事 業 評 価 監 視 委 員 会 委 員 ( 平 成 ] 3 年 ~ )
仙 台 市 都 市 計 画 審 議 会 会 長 ( 平 成 1 3 年 ~ )
東 北 地 方 交 通 審 議 会 委 員 ( 平 成 1 4 年 ~ )
東 北 地 方 交 通 審 議 会 交 通 部 会 部 会 長 ( 平 成 1 4 年 ~ )
外 貿 コ ン テ ナ 貨 物 量 推 洲 手 法 検 討 委 貝 会 座 長 ( 平 成 1 5 年 ~ 平 成 1 6 年 )
国 際 海 上 コ ン テ ナ 輸 送 編 要 予 測 検 討 委 員 会 委 員 長 ( 平 成 1 5 年 ~ 平 成 1 9 年 )
福 島 県 地 方 港 湾 審 議 会 委 員 ( 平 成 1 5 年 ~ 平 成 2 2 年 )
関 東 管 内 港 湾 に お け る 主 要 貨 物 量 剖 杏 委 貝 会 委 員 長 ( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 1 7 年 )
仙 台 市 都 市 ビ ジ ョ ン 委 員 ( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 1 8 イ 月
吉 森 県 港 湾 長 期 構 想 検 討 委 員 会 委 上 1 長 ( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 1 8 年 )
東 北 地 域 に お け る 産 業 イ ン フ ラ に 関 す る 調 査 座 長 ( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 1 9 年 )
( 財 ) 港 湾 空 間 高 度 化 環 境 研 究 セ ン タ ー 評 議 委 貝 ( 平 成 1 6 年 ~ 平 成 2 2 年 )
静 脈 物 流 シ ス テ ム 構 築 に 関 す る 検 討 会 委 員 長 ( 平 成 1 7 年 ~ 平 成 1 9 年 )
東 北 グ リ ー ン 物 流 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 推 進 協 議 会 会 長 ( 平 成 1 8 年 ~ )
戴 略 的 国 際 物 流 検 討 委 員 会 委 員 長 ( 平 成 1 8 年 ~ 平 成 1 9 年 )
仙 台 都 市 圈 T D M 施 策 推 進 協 議 会 願 問 ( 平 成 1 8 年 ~ 平 成 2 0 年 )
地 域 戦 略 検 討 委 貝 会 副 委 員 長 ( 平 成 1 8 年 ~ 平 成 1 9 年 )
晦 海 部 の 産 業 の 国 際 鮠 争 力 強 化 の た め の 港 湾 政 策 に 関 す る 検 討 委 員 会 委 員 長
( 平 成 1 8 年 ~ 平 成 1 9 年 )
東 北 物 流 政 策 推 進 協 議 会 会 長 ( 平 成 1 8 年 ~ 平 成 2 1 年 )
士 木 技 術 奨 励 賞 選 考 委 員 会 委 員 長 ( 平 成 1 8 年 ~ )
仙 台 駅 周 辺 地 区 交 通 結 節 機 能 検 討 会 議 座 長 ( 平 成 1 9 年 ~ )
環 日 本 海 シ ー ア ン ド レ ー ル 構 想 検 討 委 員 会 委 員 長 ( 平 成 1 9 年 ~ 平 成 2 0 年 )
仙 台 駅 周 辺 地 区 の 交 通 環 境 を 考 え る 懇 談 会 座 長 ( 平 成 1 9 年 ~ 平 成 2 0 年 )
東 北 圈 広 城 地 力 計 画 基 本 問 題 検 討 会 及 び 懇 談 会 委 員 ( 平 成 1 9 年 ~ 平 成 2 0 年 )
東 北 国 際 物 流 戦 略 チ ー ム 委 員 長 ( 平 成 1 9 年 ~ 平 成 2 1 年 )
仙台市機能集約型市街地形成推進検討会座長(平成19年~平成21年)
地域交通活性化のための地城交通アドバイザー(平成20年~平成21年)
宮城県国土利用計画審議会会長(平成20年~)

1.著書・編書(共著書等含む)
1,士木工学体系12計画論(共著),昭和55年,3目,彰国社
2.土木工学体系26交通(ⅡX共著),昭和55年,3月,彰国社
3.小名浜沿岸地域形成史(共著),昭和認年,10月,運輸省第二港湾建設局
4.交通学説史の研究(共著),昭和60年,運゛鑛蚤済研究センター
5.港湾工学(共著),昭和61年,9月,鹿島出版会
業 ι1二か貝 目
6.海外交通プロジ1クトの評価(共著),畔仟Π61,12月,鹿島出版会
フ.土木工学ハンドブック(共著),昭和64年,11月,士木学会
8.交通施設整備制度(共著),平成2年,11月,士木学会
録
9.都市と環境一現状と対策(共著),平成4年,12月,ぎょうせい
10.社会基盤の整備システム(共著),平成7年,12月,経済調査会
Ⅱ.みなとの役割と社会経済評価(共著),平成13年,4月,束洋経済新報社
12.都市の未来(共著),平成15年,3月.日本経済新朋社
1
13.人口減少時イ弌の倒土ビジョン(共茗),平成17年,7月,日本経済新聞社
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Ⅱ 研究論文(単独執筆・共同執筆)
1.気象予測に基づく防災対策の決定モデル
士木学会論文集, NO.216,即.57-68,昭和48年
中村英夫,小野俊行,花篭秀輔,稲村肇
22 . 港 湾 計 画 に お け る 環 境 ア セ ス メ ン ト 手 法
港 湾 技 研 資 料 ,  N O . 2 1 4 , 昭 和 5 0 年
稲 村 肇
3 . 環 境 ア セ ス メ ン ト の 実 際 例 一 港 湾 計 画 に お け る 環 境 ア セ ス メ ン ト
士 木 計 画 学 シ ン ポ ジ ウ ム ,  V 0 1 . 9 , 即 3 7 - 4 6 , 昭 和 5 0 年
稲 村 肇
4 . 港 湾 貨 物 の 背 後 闇 の 合 理 的 設 定 に 関 す る 統 計 的 研 究
港 湾 技 術 研 究 所 報 告 , 第 1 6 巻 . 第 2 号 , 即 . 6 3 - 1 1 1 , 昭 和 5 2 年
稲 村 肇 , 山 田 尚 人 , 金 子 彰
5 . 港 湾 計 画 に お け る 環 境 ア セ ス メ ン ト
計 画 行 政 .  V 0 1 . 8 , 即 2 2 0 - 2 2 8 , 昭 和 脇 年
稲 村 肇
6 . 港 湾 貨 物 流 動 の 解 析
昭 和 5 3 年 港 湾 技 術 研 究 ル 藷 徒 演 会 ・ 講 演 集 , 即 . 1 9 7 - 2 4 2 , 昭 和 5 3 年
稲 村 肇
フ . 地 域 住 民 の 反 応 と 路 線 選 定
士 木 学 会 論 文 報 告 集 ,  N O . 2 3 9 , 叩 . 9 3 - 1 0 6 . 昭 和 5 0 年
稲 村 肇
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シ ス テ ム ・ マ ト リ ッ ク ス 法 に よ る 環 境 ア セ ス メ ン ト
士 木 学 会 論 文 報 告 集 ,  N 0 2 4 8 , 即 . 1 1 1 - 1 2 0 , 昭 和 5 3 年
中 村 英 夫 , 稲 村 肇 , 岡 本 憲 之
9
港 湾 計 画 に お け る 財 政 に 関 す る 研 究 ( 第 1 幸 勵
港 湾 技 術 研 究 所 報 告 , 第 1 8 巻 、 第 1 号 ,  P P . 1 2 9 - 1 7 6 , 昭 和 5 4 年
矢 島 道 夫 , 中 村 オ 公 子 , 稲 村 肇
1 0
港 湾 内 貨 物 流 動 に 関 す る 研 究 ( 第 1 蛾 )
港 湾 技 材 茆 升 究 所 報 告 , 第 2 0 巻 , 第 2 号 , 即 . 2 1 1 - 2 6 9 , 昭 和 5 6 年
溝 内 俊 一 , 稲 村 肇
1 1
港 湾 財 政 分 析
昭 和 5 6 年 港 湾 技 林 角 升 究 所 講 演 会 ・ 講 演 集 , 即 . 1 6 7 - 2 1 7 . 昭 和 5 6 年
稲 村 肇
12港湾経済効果の計測手法
港湾技林和牙究所報告,第21巻,第2号,即.2飢314,昭和57年
中野勉,稲村肇
13.港湾計画と情報
士木剤、画学シンポジウム, NO.15, PP.125-141,昭和57年
稲村肇
14港湾経済効果の計測手法(第2報)一付加価値モデルの汎用化と原単位の整
φ用一
港湾技術研究所報告,第22巻,第3'号. PP325366,昭和58年
竹内良夫,米澤朗,稲村肇
15.港湾内貨物流動に関する研究
士木学会論文集, N0343,即.45-54,昭和59年
稲村肇,溝内俊一
16港湾経済効果の計測手法(第3報)一利用効果の帰属一
港湾技郡而升究所報告,第23巻,第3号,即235-250,昭和59年
稲村肇
17港湾工事の産業連関分析
港湾技術研究所報告,第23巻,第3・号, PP.251-335,昭和59年
稲村肇,米沢朗,高橋淳弘
3
18港湾経済効果分析一物流効果・掃属付加価値モデル
士木学会論文集, NO.359五V・3,即.51-59,昭和60年
稲村肇
19Landuse and Transportation lnteraction m Bangkok,
Proc. of thelnternational confel'ence on Transportation Research, PP.502-509,
昭和64年
Inamura H. and prasad s.L
20. Determination ofThe capadty ofA Highly satulated port,
Selectedproceedings of The Fifth world conference on Transport Research,
Yokohama,
PP.545-552,平成元年
InamuTa H. and et. al
42 1
公 営 バ ス 事 業 体 の 財 務 分 析
日 本 都 市 計 画 学 会 学 術 研 究 論 文 集 ,  P P . 6 1 - 6 6 . 平 成 2 年
稲 村 肇 , 谷 口 正 明
地 城 間 S N A 型 物 流 予 測 モ デ ル の 開 発
士 木 学 会 論 文 集 ,  N O . 4 3 1 Ⅱ V 、 1 5 , P P . 4 1 - 4 6 , 平 成  3 年
稲 村 肇 , 須 田 凖 1
コ ン テ ナ 埠 頭 に お け る 荷 役 施 設 配 置 の 最 適 化
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S e 】 e d e d p r o c e e d i n g s  o f t h e  s i x t h  w o r l d  c o n f e r e n c e  o n  T r a n s p o r t  R e s e a r c h ,
L y o n ,  P P . 1 5 1 5 - 1 5 2 6 , 平 成  4 年
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Proceedings ofsystem Dynamics society, PP323-332,平成 7年
AokiT and lnamura H.
38An lnternational F]OW Analysis ln Korea - in the context of containerization at
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士 木 計 画 学 研 究 ・ 論 文 集 ,  N O . 1 3 , 即 . 6 5 7 - 6 6 6 , 平 成  8 年
佐 藤 徹 治 , 稲 村 肇
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By using cohort Analysis
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士 木 計 画 学 研 究 ・ i 諭 寅 集 ,  N O . 1 6 , B 、 地 域 都 市 計 画 , 叩 . 2 4 7 - 2 5 4 , 平 成 8 年
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釘.利用者数に影響を与える公園特性の統計分析
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花岡伸也,稲村肇,田澤光治
68.業種別の貨物流動からみた国際コンテナ貨物取扱荷主の港湾選択行動分析
士木計画学研究・論文集, V01.17,即.835-840,平成12年
花岡伸也,石黒一彦,菊地竜也,稲村肇
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70.ハイブリッド型SNA産業連関表に基づくライフサイクルエネルギーの実証
分析
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71.公園利用者の行動1手陛とアクセス交通手段との関係に関する研究
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S h i g e m i l く A G A W A ,  H 師 m e l N A M U R A a n d Y u i c h i M O N G U C H I
廃 棄 物 分 析 用 の 地 域 間 産 業 連 関 勘 定 体 系 の 提 案
土 木 計 画 学 研 究 ・ 講 演 集 ,  N O . 2 5 , C D ・ R O M , 平 成 1 4 年
加 河 茂 美 , 稲 村 肇 , 森 口 祐 一
フ フ
7 8
7 9
8 0
8 1
82.所得移転を考慮した潜在的成長経路探索のための定式化
土木計画学研究・論文集, V01.19, N02,PP.187-194,平成14年
三上哲人,石倉智樹,稲村肇
83. SNA体系他部門モデルによる貿易協定の経済効果
産業連関, VO].11,N01,PP.17-30,平成15年
石倉智樹,稲村肇
84.日本ホ里済が内包する廃棄物の需給構造分析,土木学会論文集, NO.744nv・61,
PP.フフ-99,平成15年
森川貴史・加河茂美・稲村耐f・森口祐一
85. Development of Multi・regional computable General Equilibrium Model Taking
Account ofocean
Carriers' Behavior and scale Economy, Journal of the Eastern Asia society for
T松nsportation studies, V01.5, PP.2733-2742,平成15年
Kazuhilく0,1., Tomokil., shinya H., and Hajime l
86. MATLAB による SNA産業連関分お杠,産業連関ーイノベーション&1-0 テ
クニツクー, V01.11, N03, PP.66-79,平成15年
加河茂美・稲村筆
釘. MATLAB による SNA産業連関分析Ⅱ、産業迎関ーイノベーション&1-0 テ
クニツクー, VO].12, NO.1, PP.47-63,平成16年
加河茂美・稲村肇
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88. A simple Multi・Re即ona11nput・output Accountfor waste Ana]ysis, Economic
Systems Research, VO].16, NO.1, PP.1-20,平成16年
Kagawa, S.,1namuta, H. and Moriguchi, Y
89. ASNAbased lnput oU印UtAnalysis using NIAT上AB S0丘Ware (partⅡD
Input・OU中Ut Analysis ? 1nnoV2tion & 1-O Technique, V01.12, NO.2,
PP.66-79,平成16年
ShigemilくAGAWAand H師meⅨAMURA
90. A spatial structural Decomposition Analysis of chinese and Japanese Energy
Demand:1985-1990,
Economic systems Research, V01.16, NO.3, PP.279300,平成16年
Ka又awa, S. and lnamura, H
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9 1 .  A  S N A  b a s e d  l n p u t  o u t p u t  A n a l y s i s  u s i n g M A T L A B  s o f t w a r e  ( R l r t  v D
I n p u t 、 O U ゆ U t  A n a l y s i s  ?  1 n n o v a t i o n  &  1 - O  T e c h n i q u e ,  V 0 1 . 1 2 ,  N 0 3 ,  P P . 6 2 - フ フ ,
平 成 1 6 年
S h i g e m i 1 く A G A W A a n d H 師 m e  n J A M U R A
9 2 、  1 d e n t i f i c a t i o n  a n d  E l i m i n a t i o n  o f  B a r r i e r s  i n  o p e r a t i o n  a n d  M a n a g e m e n t  o f
M a r i t i m e  T r a n s p o r t a t l o n ,
G l o b a l  c o m p e t i t i o n  i n  T r a n s p o r t a t i o n  M a r k e t s :  A n a l y s i s  a n d  p o l i c y  M a k i n g ,
R e s e a r c h  i n  T r a n s p o r t a t i o n  E c o n o m i c s  v o l u m e  1 3 ,  P P 3 3 7 - 3 6 8 ,  E l s e v i e r  平 成 1 7 年
K a z u h i k o  l s h i g u r o  a n d  H a 」 1 m e  l n a m u r a
9 3 . 古 紙 市 場 に お け る 価 格 決 定 メ カ ニ ズ ム の 検 討 , 士 木 学 会 論 文 集 G , V 0 1 . 6 3 ,
n o . 1 , P P . フ フ - 8 6 , 平 成 1 9 年
大 窪 和 明 , 稲 村 肇 , 加 河 茂 美
9 4 .  M e a s u r i n g  s p a t i a l  R e p e r c u s s i o n  E f f e c t s  o f  R e g i o n a l  w a s t e  M a n a g e m e n t ,
R e s o u r c e s ,  c o n s e r v a t i o n  &  R e c y d i n g , 5 1 , 1 4 1 - 1 7 4 , 平 成 1 9 年
S h i g e m i K a g a w a ,  s h i n i c h i r o  N a l く a m u r a ,  H a j i m e  l n a m u r a ,  a n d  M a s a t o  Y a m a d a
Ⅲ
口 頭 発 表 ( 学 会 報 告 な ど )
※ 平 成 1 4 ( 2 0 0 2 ) 年 度 以 降 の 口 頭 発 表 の み
1 . 対 外 直 接 投 資 が 日 本 の マ ク ロ 経 済 に 与 え る 影 縛 分 析 , 士 木 計 画 学 研 究 ・ 講 演
集 ,  N 0 2 5 ,  n o . 1 6 2 , 平 成 1 4 年 6 月
松 木 清 徳 , 稲 村 肇 , 石 黒 一 彦
2 . 航 路 に 関 す る 安 全 性 か ら 見 た 評 価 方 法 の 提 案 , 士 木 計 画 学 研 究 ・ 講 演 集 ,
N 0 2 5 ,  n o . 2 0 2 , 平 成 1 4 年 ・  6 月
樋 口 直 人 , 稲 村 肇
3 . 他 地 域 一 般 均 衡 貿 易 モ デ ル に お け る 地 域 問 輸 送 費 用 の 取 扱 方 法 の 検 討 ,
士 木 計 ' 画 学 研 究 ・ 講 演 集 ,  N 0 2 5 , n o . 2 0 4 , 平 成 H 年 6 月
石 黒 一 彦 , 稲 村 肇
4 . 自 動 車 り サ イ ク ル に お け る 鉄 の 循 環 構 造 の 定 量 把 握 , 土 木 計 画 学 研 究 ・ 講 演
集 ,  N 0 2 6 , n o . 1 1 4 , 平 成 1 4 年 1 1 月
土 井 康 義 , 稲 村 肇
5.避ま識巷における避難船挙動シミュレーションの開発,士木計画学研究・i議寅
集, N026,no.225,平成14年11月
樋口直人,稲村肇
6. SNA体系に基づく他部門貿易モデル,士木計画学研究・講演集, N026,
n0235,平成14年11月
石倉智樹,稲村肇
フ. Techn010gy Transfer and carbon Emissions: A case ofJapan and china
Montrea114th lnternationalconference,平成14年
G]oria R Geri11a., Kagawa sHIGEMland Hajime Ⅱ、JAMURA
8. Dynamic Leontief system Based on the Romers Growth Theory Montrea114th
Internationalconference,平成14年
Hajime lNAMURA, TomokilsHIKURA, Kazuhiko lsHIGURo and shigemi
KAGAWA
9. Kazuhiko lsHIGURo and Hajime lNAMURA : Development of spatia]
Computable General Equi]ibrium Mode] and lts APP]ication Taking Account of
Ocean carriers' Behavior : Montrea114th lnteTnationa] conference,平成14年
10. A spatial structural Decomposition Analysis ofthe chinese and Japanese Energy
Demand:1985-1990: Montrea114thlntemationalconference,平成14年
ShigemilくAGAWA, Gloria R GeriⅡa, YuichiMONGUCHland Hajime lNAMURA
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11. The lnvisible Multipliers ofJoint・products : Montrea1 14th lnternational
Conference,平成14年
ShigemilくAGAWA, HajimelNAMURA, YuichiMONGUCHI
12.ターミナルオペレーターと船会社の共同戦略に基づく国際ハブの成立可能性
分析,土木計画学研究・講演集, N027,n021,平成15年6月
鈴木智良,石黒一彦,稲村肇
13.国内航空路線の運賃決定メカニズムの解明,士木計画学研究・講演集,
N027,n038,平成15年6月
佐々木佑旭,石黒一彦・稲村肇
14.地域間産業廃棄物流動の経験分析,土木計画学研究・講演集, N027,no.40,
平成15年6月
加河茂美,稲村肇・森口祐一
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1 5 .  A  D y n a m l c  G r o s s  l n v e s t m e n t  M o d e l u s i n g  o v e r l a p p i n g  G e n e r a t i o n  a n d  G e n e r a l
E q U 1 1 i b r l u m  c o n c e p t
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徐 知 澤 , 稲 村 肇 ・ 安 藤 朝 夫
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E c o n o m i c  E 丘 e c t s  o f T a x  R e f o r m  i n  a n  o v e r l a p p i n g ・ G e n e r a t i o n s  M o d e l
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平 成 1 6 年 9 月
J i 、 T a e k  s . ,  H a j i m e  l . ,  a n d  A s a o  A '
1 8 .  A  D y n a m i c  l n t e r n a t i o n a l T r a d e  M o d e 】  u s i n g  o v e r l a p p i n g  G e n e r a t i o n  a n d  G e n e r a ]
E q u l ] i b r i u m  c o n c e p t
I n p u t 、 O U 如 U t  2 n d  G e n e r a l  E q u i l i b r i u m  D a t e ,  M o d e l i n g ,  a n d  p o l i c y  A n a l y s i s ,
平 成 1 6 年 9 月
M o s s a .  A n i s a  K h a t u n  a n d  H a j i m e l N A M U R A
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M e a s u r i n g  s p a t i a l  R e p e r c u s s i o n  E 丘 e c t s  o f R e g i o n a l w a s t e  R e c y d i n g ,
I n p u t 、 O U ゆ U t  a n d  G e n e r a l  E q u i l i b r i u m :  D a t a ,  M o d e l i n g  a n d  p o l i c y  A n a l y s i s ,
B r u s s e l s ,  B e l g i u m , 平 成 1 6 年 9 月
K a g a w a ,  S . ,  N a k a m u r a ,  S .  a n d  l n a m u r a ,  H
2 0 . 多 地 域 応 用 一 般 均 衡 モ デ ル に お け る 海 運 業 の 表 現 方 法
士 木 計 画 学 研 究 ・ 講 演 集 ,  V 0 1 3 0
石 黒 一 彦 , 稲 村 醗
2 1
A  s p a t i a l  s t r u c t u r a l  D e c o m p o s i t i o n  A n a l y s i s  o f  t h e  l n t e r n a t l o n a l  F r a g m e n t a t i o n
1 5 t h  l n t e r n a t i o n a 1 1 n p u t ・ O U 即 U t  c o n f e r e n c e ,  B e i j i n g ,  c h i n a  E R . ,
平 成 1 7 年 6 月
K i y o n o r i M a t s u k i ,  s h 電 e m i K a g a w a a n d  H a j i m e  l n a m u r a
22.産業内貿易における生産プロセス国際分散立地構造の分解分析,環太平洋産
業連関分析学会,
第16回(2005年度)大会,横浜国立大学,平成17年11阿12~13日
松木清徳,加河茂美,稲村肇
23沿岸国の港湾整備が内陸国の貿易構造に与える影響分析、第32回士木計画
学研究発表会・講演集,平成17年12月
石黒一彦,稲村肇
24Price・endogenlzed inter・industry approach with goods and bads, paper#45,
http:がWWW.iioa.org'conference/intermediate2006・downable%20paper.htm
2006.1ntermediate lnput・outputMeeting/SENDAI,平成18年7月,
Pongsun Bunditsaku]chai, Hajime lnamura, shigemiKagawa and Masato Yamada
25An evaluation of financial support policies foT contalner promotion comparing
With its economic benefits/tax revenues, session 8C:1nput・OU中Ut Modeling and
Transportation,
http:がWWW.iioa.or創Pd丘Detai]ed・program・sendaipdf
2006.1ntermediate lnput・OU如Ut Meeting/SENDAI,平成18年7月,
ShujiEguchi, Fuminao okumuraand Hajime lnamura
26.競争圧力下における京者畷義定書達成可能陛の分析(complyingwiththe Kyoto
Protocolunder competitive pressure)第17回環太平洋産業連関分才斤学会,
http:ガWWW.sanken.keio.ac.jp/papaios/conι/2006/progranvprogTam.html,
平成18年10月,沖縄国際大学
加河茂美,五味哲也,石黒一彦,稲村肇
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27.古紙市場における均衡価格分析(price EquilibriumAnalysisinthescrap paper
MaTket)
Paper#40,第33回土木計画学研究発表会・講演集,平成18年6月
大窪和明,稲村肇.加河茂美
28.鉄屑りサイクル市場の価格形成の考察(Analysisof pricing on lron scraps
RecydingMarket) paper#41,第33回土木計画学研究発表会・講演集,
平成18年6月
深山敬大,稲村肇,加河茂美
29広域地方計画一士木計画学の役割(NationalDeve1叩 Plan- RoleofAcademic
Society on ln丘astructure planning & Management), paper#200,
第33回士木計画学研究発表会・講演集,平成18年6月
稲村肇
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3 0
国 際 収 支 構 造 と 為 替 変 動 の 日 米 比 較 分 析 ( A  c o m p a r a t i v e A n a l y s i s o n t h e
B a l a n c e  o f  p a y m e n t  s t r u d u r e  a n d  t h e  c h a n g e s  m  E x c h a n g e ・ r a t e  b e t w e e n  u s
a n d J a p a n )
P a p e r # 3 4 3 , 第 3 3 回 士 木 計 画 学 研 究 発 表 会 ・ 講 演 集 , 平 成 1 8 年 6 月
鳴 海 祐 , 稲 村 肇 , 加 河 茂 美
3 1
T h e  l m p a d  o f l n c r e a s e  i n  c o n t a i n e 玲 h ゆ  S i z e  o n  t h e  l n t e r ・ r e g i o n a l  a n d  l n t r a -
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平 成 1 8 年 7 月
I s h i g u r o ,  K . ,  H a n a o k a ,  S .  a n d  l n a m u r a ,  H
3 2
P r i c e 、 e n d o g e n i z e d  l n t e r ・ i n d u s t r y  A p p r o a c h  w i t h  G o o d s  a n d  B a d s
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平 成 1 8 年 7 月 , 宮 城 佃 本 )
B u n d i t s a k u l c h a i ,  R , 1 n a m u r a ,  H . ,  K a g a w a ,  S .  a n d  Y a m a d a ,  M
3 3
日 本 経 済 を 対 象 と し た 為 替 変 化 の 輸 出 価 格 転 嫁 率 の 分 析
経 済 統 計 学 会 第 5 0 回 ( 2 0 0 6 年 度 ) 全 国 研 究 大 会 , 大 阪 田 本 ) ,
平 成 1 8 年 9 月
加 河 茂 美 , 大 道 潤 , 稲 村 肇
3 4
競 争 圧 力 下 に お け る 京 都 議 定 書 達 成 可 能 性 の 分 析
環 太 平 洋 産 業 連 関 分 析 学 会 第 1 7 回 大 会 , 沖 縄 ( 日 本 ) , 平 成 1 8 年 1 0 月
加 河 茂 美 , 五 味 哲 也 , 石 黒 一 彦 , 稲 村 肇
3 5 .  A n  A n a l y s i s  o n  t h e  l n t e r 、 i n d u s t r l a l  D i f f u s l o n  s t r u c t u r e  o f  F o s s i l  R e s o u r c e
C o n s u m p t i o n
I n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o f  t h e  E a s t e r n  A s i a  s o c i e t y  f o r  T r a n s p o r t a t i o n  s t u d i e s
( E A S T S ) ,  D a 】 i a n ,  c h i n a , 平 成 1 9 年 9 月
O k u b o ,  K . , 1 n a m u r a ,  H . ,  G o m i ,  T  a n d  K a g a w a ,  S
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平 成 2 0 年 9 月 ,  R a m l a  B a y  R e s o r t ,  M a l t a
H a 」 1 m e  l n a m u r a
